
 
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

 
 

 
 

              
   

 
 
 
 
 

 

 

か
ね
は
ら
小
児
科 

金
原 

洋
治 

新
入
園
・入
学
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
季
節

は
、
子
ど
も
達
や
家
族
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
季

節
で
す
が
、
同
時
に
、
子
ど
も
達
が
新
し
い
環
境
に
溶

け
込
ん
で
ゆ
け
る
か
ど
う
か
心
配
な
季
節
で
も
あ
り

ま
す
ね
。
今
回
は
、
新
し
い
環
境
に
馴
染
ん
で
ゆ
く
時

に
出
会
う
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。 

  
 

私
達
大
人
は
、
日
々
の
生
活
を
沢
山
の
ス
ト
レ
ス
（ス

ト
レ
ス
を
起
こ
す
原
因
と
な
る
も
の
を
本
当
は
ス
ト
レ

ッ
サ
ー
と
言
い
ま
す
）の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
友

達
に
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り
（言
語
化
）、
カ
ラ
オ
ケ
や

お
酒
を
飲
み
に
行
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
（行

動
化
）し
て
、
ス
ト
レ
ス
で
一
杯
一
杯
に
な
る
前
に
上

手
に
解
消
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
の
種
類
や

程
度
や
持
続
時
間
に
よ
っ
て
は
、
解
消
が
出
来
難
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
肉
親
の
突
然
の
死
や
神
戸
の
大
震

災
な
ど
の
よ
う
に
あ
ま
り
に
も
大
き
い
ス
ト
レ
ス
や
、

自
分
の
力
で
は
解
決
で
き
ず
先
が
見
え
な
い
ス
ト
レ
ス
、

い
く
つ
も
の
ス
ト
レ
ス
が
長
時
間
続
く
と
誰
で
も
心
身

に
不
調
を
き
た
す
の
は
当
然
で
す
。
そ
れ
が
、
心
身

症
・神
経
症
・う
つ
病
な
ど
で
す
。 

心
身
症
と
は
、
心
の
問
題
が
引
き
金
と
な
っ
て
実

際
に
体
の
症
状
が
出
た
も
の
を
言
い
ま
す
。
胃
潰
瘍
・

喘
息
・偏
頭
痛
・ア
ト
ピ
ー
な
ど
持
病
の
悪
化
・頻
尿
・

チ
ッ
ク
症
な
ど
も
そ
う
で
す
。
一
方
、
神
経
症
と
は

『理
屈
で
は
分
か
っ
て
い
る
の
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
』

『〜
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
』等
の
症
状
が
、
日

常
生
活
を
送
る
上
で
支
障
が
出
る
程
ひ
ど
く
な
っ
た

も
の
を
言
い
ま
す
。
手
を
洗
わ
な
い
と
不
安
で
仕
方

が
な
い
、
自
己
臭
恐
怖
、
あ
る
場
面
に
な
る
と
冷
や

汗
が
出
て
心
臓
が
止
ま
り
そ
う
に
な
る
等
の
症
状
が

起
こ
り
ま
す
。
う
つ
病
は
寝
つ
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、

食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
日
常
生
活
に
意
欲
が
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
一
定
期
間
持
続
す
る
も
の
を

言
い
ま
す
。
大
人
ば
か
り
で
な
く
、
子
ど
も
で
も
心

身
症
や
神
経
症
や
う
つ
病
は
起
こ
り
ま
す
。
子
ど
も

は
人
生
経
験
が
少
な
い
た
め
問
題
の
解
決
方
法
を
知

ら
な
い
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
手
段
を
多
く
持
た
な
い

の
で
大
人
よ
り
む
し
ろ
ス
ト
レ
ス
に
弱
い
の
で
す
。 

   

子
ど
も
可
愛
さ
の
あ
ま
り
ス
ト
レ
ス
を
全
て
排
除

し
て
ゆ
く
と
、
ス
ト
レ
ス
だ
ら
け
の
社
会
中
で
は
生
き

て
行
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
も
と
も
と
ス
ト
レ

ス
に
弱
い
体
質
や
気
質
を
生
ま
れ
持
っ
て
来
る
子
も
い

る
の
は
事
実
で
す
が
、
周
り
の
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
次

第
で
ス
ト
レ
ス
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
よ
う

に
変
え
て
ゆ
く
こ
と
も
出
来
ま
す
。
同
じ
出
来
事
で

も
、
ス
ト
レ
ス
と
感
じ
る
か
ど
う
か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
や
性
格
な
ど
に
よ
り
ま
す
。
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
無
か
っ
た
事
を
実
行
す
る
時
に
は
、
誰
で
も

ス
ト
レ
ス
が
掛
か
り
ま
す
。
子
ど
も
は
、
経
験
し
た
こ

と
が
無
い
事
ば
か
り
で
す
の
で
大
人
よ
り
ス
ト
レ
ス
を

強
く
感
じ
る
の
は
当
然
で
す
。
ス
ト
レ
ス
に
出
会
っ
た

時
、
解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
、
助
け
を
求
め
る
等

は
ス
ト
レ
ス
の
解
決
方
法
と
し
て
は
最
も
望
ま
し
い
対

処
法
で
す
。
時
に
は
逃
げ
る
こ
と
や
諦
め
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
い
つ
も
逃
げ
た
り
諦
め
て
ば
か
り
い
る

の
も
考
え
も
の
で
す
。
私
達
大
人
の
役
目
は
、
子
ど
も

達
が
困
難
に
出
会
っ
た
時
の
対
処
法
を
一
つ
一
つ
教

え
た
り
、
適
切
な
助
け
船
を
出
し
た
り
、
時
に
は
隠

れ
家
の
役
目
を
す
る
こ
と
で
す
。 

親
子
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
時
は
、
当
院
の
『親

と
子
の
心
の
相
談
室
』を
ご
利
用
下
さ
い
。
、 

  

毎
日
の
外
来
の
中
で
、
子
ど
も
の
体
・心
・子
育
て
の

こ
と
な
ど
何
で
も
相
談
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
相
談
下
さ
い
。
し
か
し
、
私
だ
け
で
は
時
間
的

に
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
内
容
も
あ
り
ま

す
の
で
、
臨
床
心
理
士
の
鮎
川
先
生
に
お
手
伝
い
頂
い

て
『親
と
子
の
心
の
相
談
室
』を
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
２
階
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
多
い
相
談
内
容
は
、
子
育
て
の
悩

み
・不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
園
や
学
校
生
活
の
問
題
・

発
達
の
遅
れ
・自
閉
症
・Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
）・Ｌ
Ｄ
（学
習
障
害
）等
で
す
。
年
間
２０
回
位
の

講
演
依
頼
や
テ
レ
ビ
等
の
取
材
も
あ
り
ま
す
の
で
、

市
内
ば
か
り
で
な
く
県
内
の
他
の
市
町
村
や
福
岡
県

か
ら
も
相
談
に
来
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
て
来
ま
し
た
。

本
人
や
家
族
の
方
の
ご
希
望
が
あ
れ
ば
園
や
学
校
の

先
生
方
に
連
絡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
園

や
学
校
の
先
生
方
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
相
談
件
数
が
増
え
、
月
２５
〜

３０
件
、
年
間
延
べ
３００

件
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相

談
は
、
一
人
約
一
時
間
か
か
り
ま
す
の
で
予
約
制
に

し
て
い
ま
す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
院
長
ま
た
は
受

付
ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。 

※ 

予
約
制 

 

担
当
は
臨
床
心
理
士 

鮎
川
淳
子
先
生 

 
かねはら小児科ニュース 

     №11 
 

平成 15年 4月 1日発行 
発行人 金原 洋治 

下関市生野町 2-27-7 

ス 

ト 

レ 

ス 

に 

強 

い 

子 

に 
親
の
ス
ト
レ
ス
・
子
の
ス
ト
レ
ス 

親 

と 

子 

の 

心 

の 

相 

談 

室 
 
 
 
 
 

 



編 集 後 記  
いよいよ春、桜の季節です。 

皆さんお花見には行かれましたか？お花見のルーツ 

は平安時代。貴族は歌を詠む対象として桜を鑑賞し 

庶民は桜の咲く様子で農作物の豊作・不作を占って 
いたそうです。 

最近はもっぱら花より団子ですよね？ 

待合室の壁にも桜が咲いていますよ。  半熟ラ・フランス 

 
 
 

 
 

① あわてないでね!! 
② 衣類をゆるめてゆったりと寝かせましょう。 
刺激をしないようにしましょう。 
・ 強く押さえない 
・ 揺さぶったりしない 
・ 口の中にタオルや割り箸などいれない 

③ 吐物がのどに詰まらない様に顔を横に向けましょう 
又、体全体を横にしましょう。 

④ どんな形の痙攣をしているでしょうか。 
・ 両手足の動き（ガクガクする、つっぱる等） 
・ 目の動き 
・ 唇や顔の色 

⑤  痙攣の時間を見ておきましょう。 
・痙攣が５分以内で落ち着けば、かかりつけ医院へ 
・痙攣が 5 分以上続く時は、すぐに 119 番へ 

   昼間はかかりつけ医院へ 
   夜間は夜間救急診療所 ： TEL 52-3789 

又は二次救急病院へ 
救急医療案内サービスで当番病院を確認して下さい。 
プッシュ式電話の場合 0120-379907 
ダイアル式電話の場合 33-9119 

 
初めての痙攣はビックリしますね。でも、大丈夫!! 
ほとんどは、熱性痙攣で５分以内には落ち着きますよ。 

朗
報
１ 

４
月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
が
拡
大 

（３
才
未
満
が
・・・５
才
未
満
に
）

 

平
成
１５
年
４
月
か
ら
、
５
才
未
満
ま
で
助
成
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

平
均
７５
％
の
子
ど
も
達
が
対
象
に
な
る
予
想
で
す
。 

※
市
町
村
の
役
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い 

下
関
市
の
場
合
は
、
こ
ど
も
課 

三
一
―
一
一
一
一 

朗
報
２ 

４
月
か
ら
県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

か
か
り
つ
け
医
で
予
防
接
種
が
出
来
ま
す 

豊
浦
郡
な
ど
の
子
ど
も
達
は
、
郡
内
で
し
か
公

費
負
担
の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
１５
年
４
月
か
ら
県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
、
か
か
り
つ
け
医
で
予
防
接
種
が
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（ポ
リ
オ
は
除
き

ま
す
）

 

※
お
問
い
合
わ
せ
は
受
付
か
看
護
師
ま
で 

 『
子
ど
も
の
心
の
研
修
会
』 

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ 

日 

時 : 

平
成
１５
年 

６
月
１４
日
（土
）

 

１４
〜
１６
時 

場 

所 : 

東
亜
大
学 

内 

容 : 

引
き
こ
も
り
か
ら
の
旅
立
ち 

講 

師 : 

富
田
富
士
也
（子
ど
も
家
庭
教
育
フ
ォ

ー
ラ
ム
代
表
）

 

主 

催 : 

下
関
・子
ど
も
の
心
を
考
え
る
会 

会 

費 : 

五
百
円
※
お
問
い
合
わ
せ
は
院
長
ま
で 

          

みかんチャンの一口メモ 
痙攣が起こったら 
どうしたらいいの？ 

      お す す め の 本 
赤ちゃんのために、パパとママに聞いてもらいたい話  

榊原 洋一著（PHP研究所） 

初めてお父さん・お母さんになって、我が子を抱いた時の、
何とも言えない喜び、覚えていますか？ でも、毎日の子育て

には、苦労がつきものです。そんな時、誰かの支えがあったら、

笑顔で頑張れる、そして幸せを感じられるのではないでしょう
か。  
子育て真最中のパパやママ、そして、子育て一段落のパパや

ママにもぜひ手にとって欲しい１冊です。  
       外来の文庫にあります  

お  知  ら  せ 

受 付 か ら の お 願 い 
※月に１回必ず保険証を見せて下さい。          
保険・住所などの変更がある場合は、お知らせ下さい。  

※受付終了時間  
  午前中は： １１時４５分  
  午後は ： １７時４５分  
※感染症の疑いのあるお子様は（水疱瘡・おたふく風邪・熱が高

い時など）受付にお知らせ下さい。  
車でお待ち頂くことがあります。  

※ 外来文庫にはお勧めの本がいっぱいあります。  
大切に読んで下さい。  

 

看 護 師 か ら の お 願 い 
※ 診察を受け易いように、ボタンをはずして、聴診（もしもし）

が出来るように準備しておきましょう。  
※ 体温表は受付の時に一緒に出して下さい。  
※ 下痢でかかる時には、家からウンチのオムツをご持参下さい。 
※ 診察の前に食べ物や飲み物を与えないで下さい。  
お口の中が見えません。  

ポ リ オ が 始 ま り ま す ! 

予 約 受 付 は  ４月１日（火）より  
窓口又はお電話でどうぞ。 

期  間  ： ５月２日～６月半ば 
時  間  ： 11時 45分～ 

 


